
同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

1
.

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

行
事
に
つ
い
て

「
記
念
行
事
実
行
委
員
会
」
・
「
同
志
社
人
交

流
企
画
委
員
会
」

一
九
九
九
年
一
一
月
か
ら
二
0
0
0
年
一
一

月
ま
で
の
問
を
記
念
行
事
期
間
と
し
て
計
画
し

て
い
ま
す
。

①
同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式
典

二
0
0
0
年
三
月
二
九
日
(
水
)
栄
光
館

②
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
京
都
)

二
0
0
0
年
一
一
月
二
五
日
(
士
)

国
立
京
都
国
際
会
館
大
会
議
場

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式
典
の
前
に
、
全

国
各
地
で
の
黒
講
演
を
締
め
く
く
る
形
で
行

い
ま
す
。
目
的
と
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
二
十

世
紀
を
迎
え
人
類
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
精
神
性
を
語
り
、
世
界
に
向
け
て
同

志
社
か
ら
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
磯
村
尚
徳
氏
(
外
一
静

論
家
)
に
お
願
い
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
す
。

創
立
百
二
十
五
周
年
黒
事
業
委
員
会

③
需
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
東
京
)

二
0
0
0
年
三
月
三
日
(
士
)

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
C

心
の
い
や
し
と
魂
の
鎮
め
の
時
代
に
向
け
て

1
共
に
学
び
・
共
に
生
き
・
共
に
創
る
幻
世
紀

ー
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
同
志
社
か
ら
日
本
の
教

育
界
に
提
言
を
行
い
ま
す
。

ハ
ネ
リ
ス
ト

早
.
刈
0
旦
含
如
.
ご
又
ゆ
(
教
育
学
者
)

大
江
健
三
郎
氏
(
小
説
家
・
需
家
)

※
あ
と
お
一
人
を
検
討
中
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

深
田
末
来
生
(
神
学
部
教
授
)

ま
た
、
文
学
部
の
井
上
勝
也
教
授
、
沖
田
行

司
教
授
に
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
の
構
成
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
一
轟

④
記
念
講
演
(
地
方
)

記
念
行
事
期
間
中
、
全
国
各
地
十
一
力
所
で

行
い
ま
す
。

開
催
地
は
、
福
岡
松
山
、
岡
山
、
大
磯
、

名
古
屋
、
金
沢
、
新
潟
、
仙
台
、
札
幌
、
神
尺

大
阪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
、
全
国
の

同
志
社
卒
業
生
・
関
係
者
と
の
交
流
を
図
る
と

と
も
に
、
同
志
社
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
広

く
社
会
に
公
開
し
ま
す

福
岡
、
松
山
、
岡
山
、
大
磯
に
つ
い
て
は
す

で
に
以
下
の
内
容
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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.

福
岡
市

一
九
九
九
年
三
月
二
百
(
金
)

演
題
「
ニ
ユ
ー
ス
を
疑
え
ー
・
」

講
師
/
小
川
和
久
氏
面
際
政
治
・
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
)

愛
媛
県
松
山
市

一
九
九
九
年
三
月
四
日
(
士
)

演
題
「
愛
媛
県
と
同
志
社
L

講
師
/
河
野
仁
昭
氏
(
元
同
志
社
社
史
資
料
室
長
)

演
題
「
楕
円
球
の
詩
」

講
師
/
林
敏
之
氏
(
株
式
会
牡
神
三
'
マ
ン
・
ク
"
手
上

岡
山
市

二
0
0
0
年
一
月
二
二
日
(
士
)

演
題
「
新
島
襄
の
女
子
教
育
観
」

講
師
/
坂
本
清
音
氏
爰
子
大
学
教
遅

演
題
「
今
、
お
金
を
ど
う
使
う
か
1
混
乱
す

る
金
融
情
勢
下
で
1
」

講
師
/
小
邦
宏
治
氏
(
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

神
奈
川
県
大
磯
町

年
一
月
二
三
日
(
日
)

演
題
新
島
襄
の
「
白
鳥
の
う
た
し
 
1
大
磯

の
一
十
八
日
1

講
師
/
本
井
康
博
氏
(
同
志
社
大
学
講
師
)

*
碑
前
祭
の
後
、
新
島
襄
先
生
永
帳
一
U
卜
刷
年
を
尋
t
て

火
施
さ
れ
た

今
後
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

..

.

仙
台
市

二
0
0
0
年
六
月
一
 
0
日
(
士
)

十
五
時
S
十
七
時
半

会
場
/
法
華
ク
ラ
プ
仙
台
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

講
師
/
本
井
康
博
氏
(
同
志
牡
大
学
師
)

/
木
村
政
雄
氏
全
呆
興
業
常
務
取
締
役
)

新
潟
市

二
0
0
0
年
六
月
二
三
日
(
金
)

十
八
時
S
二
十
時
三
十
分

会
場
/
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

講
師
/
本
井
康
博
氏
(
同
志
社
大
学
師
)

/
中
村
浩
美
氏
(
航
空
評
諭
蹴
・
科
学
ジ
ャ
,
ナ
"
ス
ト

金
沢
市

二
0
0
0
年
七
月
八
日
(
士
)

十
六
時
S

会
場
/
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル

誹
/
伊
藤
彌
彦
氏
(
同
*
荘
大
学
教
逸

/
大
八
木
一
浮
史
氏
森
芸
社
コ
ペ
ル
己
,
T
ル
セ
ン
タ

札
幌
市

二
0
0
0
年
九
月
二
二
日
(
金
)

十
八
時
S
二
十
時
三
十
分

会
場
/
札
幌
後
楽
園
ホ
テ
ル

講
師
/
井
上
勝
也
氏
面
志
社
大
学
教
趣

/
山
田
厚
史
氏
鞘
日
新
聞
楊
集
委
)

.

..

神
P
市

年
月
七
日
(
士
)

十
四
時
S
十
七
時

会
場
/
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

講
師
/
沖
田
行
司
氏
(
同
志
社
大
学
教
授
)

/
小
川
和
久
氏
面
際
政
治
・
軍
ア
ナ
リ
ス
ト

.

⑤
全
同
志
社
合
唱
祭

二
0
0
0
年
一
一
月
一
八
日
(
士
)

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
(
大
ホ
ー
ル
)

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ン
ツ
、
混

声
合
唱
団
こ
ま
く
さ
等
、
大
学
、
女
十
大
学
、

中
学
、
高
校
さ
ら
に
卒
業
生
も
含
め
全
同
志
社

の
合
唱
団
が
一
堂
に
会
し
行
わ
れ
ま
す
。

⑥
同
志
社
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
ア
ン
ド
ゥ
イ

ー
ク二
0
0
0
年
一
一
月
一
日
(
水
)
・
二
日

(
木
)
・
三
日
(
金
)

期
間
を
通
じ
て
卒
業
生
の
皆
様
が
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
い
、
再
会
と
出
会
い
の
中
で
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
を
感
じ
、
さ
ら
に
普
段
の
学
園
の
様
子
に

も
ふ
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
い
っ
そ
う
厩
校
と

)も

の
き
ず
な
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
0

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
黒
事
業
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二
0
0
0
年
三
月
三
日
(
金
・
祝
日
)
は
、

と
く
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し
て
今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
十
時
か
ら
十
五
時
の
予

定
で
卒
業
生
歓
迎
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
日
と
し
ま

す
。
ま
た
、
当
日
ゼ
ミ
、
ク
ラ
ブ
等
の
同
窓
会

に
は
教
室
を
予
約
に
ょ
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
0
 
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
、
ブ
ー
の
特
別

企
画
と
し
て
、
同
志
社
大
学
を
九
七
年
、

一
九
七
二
年
、
九
七
五
年
に
卒
業
さ
れ
た
方

を
対
象
に
記
念
の
「
卒
業
式
を
挙
行
す
る
予

定
で
す
。同

志
社
小
学
校
(
仮
称
)
の
設
立
に

.

2

つ
い
て

『
同
志
社
小
学
校
(
仮
称
)
設
立
構
想
委
員
会
」

一
九
九
八
年
四
月
に
委
員
会
を
設
置
し
て
、

二
十
一
世
紀
初
頭
の
小
学
校
開
設
の
可
能
性
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。

①
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
修
復
に
つ
い
て

京
都
府
文
化
財
保
護
課
の
重
要
文
化
財
修
復

寸
画
と
の
調
整
中
で
あ
り
、
具
体
化
へ
の
折
衝

を
続
け
て
い
ま
す
。

と
に
つ
い
て

施
設
全
体
の
名
称
は
「
同
志
社
び
わ
こ
り
ト

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
決
定
し
、
ま
た
、
管
理
.

運
営
等
を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
同
志
社
び

わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
L
 
が

設
置
さ
れ
、
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
種
々
の
検

討
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す

建
設
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
九
月
に

は
竣
工
、
試
行
期
間
を
経
た
の
ち
十
月
か
ら

使
用
開
始
の
見
込
み
。
使
用
申
し
込
み
は
、
五

月
連
休
明
け
か
ら
施
設
部
管
財
課
で
受
付
け
る

予
定
で
す
。

同
志
社
教
育
を
一
層
充
実
す
る
た
め

.

3

の
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

①
北
小
松
校
地
に
新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
こ

②
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
の
修
復
に
つ
い
て

女
子
大
学
製
事
業
の
環
と
し
て
こ
の
夏

よ
り
保
存
改
修
を
施
し
、
今
出
川
コ
ミ
ユ
ニ
テ

イ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で

す
。

社
史
資
料
の
整
理
お
よ
び
新
島
襄

.

5

の
教
育
理
念
(
仮
称
)
の
現
代
票

に
つ
い
て

同
志
社
社
史
資
料
室
に
お
い
て
、
百
二
十
五

周
年
悪
事
業
と
し
て
以
下
の
事
業
を
計
画
し

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
田
辺
校
地
通
学
路
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

女
子
大
学
正
門
か
ら
陸
橋
付
近
ま
で
の
南
北

両
側
を
植
栽
や
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
な
ど
で
プ
ラ
ザ

化
し
、
駐
輪
場
も
拡
大
整
備
す
る
も
の
で
す
。

夏
ま
で
に
完
工
、
完
成
す
れ
ば
通
学
に
は
,
某
し

い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
な
る
予
定
で
す
。

的
な
整
備
に
つ
い
て
は
将
来
構
想
と
の
関
連
も

あ
り
、
各
学
校
間
で
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

4
.

歴
史
的
建
造
物
の
修
復
・
活
用
に
つ

い
て

③
今
出
川
校
地
の
総
合
的
再
整
備
に
つ
い
て

大
学
、
女
子
大
学
、
女
子
中
学
校
・
局
等
学

校
中
学
校
、
幼
稚
園
の
各
校
に
お
い
て
、
現

在
、
既
設
校
舎
の
改
修
・
整
備
や
新
た
な
計
画

な
ど
が
実
施
あ
る
い
は
検
討
中
で
す
が
、
総
合
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①
社
史
資
料
室
所
蔵
の
末
整
理
図
書
に
つ
い
て

は
、

D
O
O
R
S
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
一

しブ

九
八
年
月
よ
り
入
力
を
開
始
し
て
い
ま

す
今
後
文
書
資
料
、
写
真
資
料
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
の
整
理
を
進
め
る
予
定
で
す
。

②
新
島
遺
品
庫
に
収
蔵
し
て
い
る
資
料
の
電
子

化
を
、
一
九
九
八
年
度
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。

二
0
0
0
年
度
に
は
電
子
化
の
作
業
を
完
了
す

る
予
定
で
す
今
後
こ
れ
ら
の
電
子
化
さ
れ
た

資
料
が
Z
究
m
一
ヨ
N
 
刃
8
ヨ
な
ど
で
も
一
般
に

公
開
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す

③
新
島
襄
の
教
育
思
想
を
現
代
の
若
年
層
(
幅

広
く
一
般
社
会
人
も
含
む
)
に
伝
え
る
た
め
『
新

島
襄
全
集
』
な
ど
か
ら
適
切
な
部
分
を
選
択
し
、

現
代
語
に
訳
し
た
う
え
『
新
島
襄
の
教
育
理
念
』

(
仮
称
)
と
し
て
、
二
0
0
0
年
三
月
に
刊
行

す
る
予
定
で
す
。

「
友
和
館
(
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
)
」

②の
建
設
(
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
)

木
津
川
を
一
望
で
き
る
場
所
に
、
ロ
ビ
ー
、

卒
業
生
ラ
ウ
ン
ジ
、
食
堂
、
購
買
部
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
等
を
備
え
た
「
友
和
館
(
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
)
L
が
、
二
0
0
0
年
夏
に
完

成
し
ま
す
。

③

「
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
」
の
改
修
・
保
存
公
ラ
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
)

老
朽
化
し
た
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
を
今
出
川
キ
ャ

ン
ハ
ス
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

改
修
・
保
存
し
ま
す
。
改
修
工
事
は
、
二
0
0

年
夏
に
終
了
の
予
定
で
す
。

か
ら
一
 
0
二
年
三
月
の
三
年
間
を
記
念
事
業

期
問
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
等
を
計
画
(
一

部
は
実
施
済
み
)
し
て
お
り
ま
す
。

①
第
一
回
同
志
社
女
子
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
実
施

主
催
同
志
社
女
子
大
学

協
賛
同
志
社
同
窓
会

日
時
一
九
九
九
年
一
一
月
二
●
日
(
士
)

E
V
E
当
日

場
所
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
卒
業
生
約
千
二
百
人
、
教
職
員
約

百
五
十
人
(
退
職
者
を
含
き

テ
ー
マ
「
懐
か
し
さ
に
誘
わ
れ
て
・
:
あ
の

頃
を
探
し
に
」

内
容
・
雲
礼
拝
・
式
典

講
演
永
井
路
子
氏

懇
親
ハ
ー
テ
ィ
ー

.

「
同
志
社
女
子
大
学
エ
ン
ブ
レ
ム
L

.

発
表
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト

.

実
行
委
員
と
し
て
お
世
話
い
た
だ
い
た
卒
業

生
、
退
職
教
職
員
、
そ
の
他
の
皆
様
の
お
か
げ

で
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
0

同
志
社
女
子
大
学
の
百
二
十
五
周
年

.

6

記
念
事
業
に
つ
い
て

同
志
社
女
子
大
学
は
、
一
九
九
九
年
に
新
制

大
学
設
置
五
十
周
年
、
二
0
0
一
年
に
創
立
百

十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
一
九
九
九
年
四
月

④
記
念
式
典
、
講
演
会
、
公
演
、
展
示
会
の
開
催

一
九
九
九
年
度
に
引
き
続
き
、
二
0
0
0

-
0
0
一
年
度
に
も
雲
式
典
講
演
会
、

S公
演
、
展
示
会
等
の
各
種
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
志
社
女
子
大
学
の
大
学
歌
を

つ
く
る
た
め
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
黒
事
業

次
回
は
、
二
0
0
 
一
年
秋
に
京
田
辺
キ
ャ
ン

ス
を
中
心
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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「
同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
.

新
制
女
子
大
学
五
十
周
年
記
念
写
真
集
(
誌
)
」

二
0
0
0
年
度
中
に
発
刊
の
予
定
で
、
現
在

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑥
募
金
活
動
の
実
施

「
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
L
 
の
改
修
・
保
存
と
「
友
和

館
(
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
)
」
の
建
設
の

た
め
、
現
在
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
(
募

金
目
標
額
五
億
円
)
。

す
で
に
卒
業
生
、
在
学
生
の
父
母
、
教
職
員
、

企
業
篤
志
家
等
か
ら
多
数
ご
賛
同
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の

.

7

百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の
創
立
五

十
周
年
零
事
業
の
教
育
施
設
等
の
整
備
・
充

実
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

D
友
愛
館
の
献
堂
式
が
、
一
九
九
九
年
三
月
二

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
並
国
通
教
室
多
目
的
教
室
、
屋
上
プ
ー

ル
(
開
閉
式
ド
ー
ム
型
)
延
面
積
四
 
0
四
三

可
地
下
一
階
地
上
四
階
建
。

②
バ
ス
停
留
所
、
校
名
碑
、
時
計
塔
(
紳
の
塔
)

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
通
学
路
(
一
四
五
 
m
)
の

改
修
は
、
一
九
九
九
年
八
月
三
一
日
完
成
し

ま
し
た

③
二
0
0
二
年
か
ら
の
中
学
校
の
共
学
化
拝

対
応
施
設
と
し
て
女
子
更
衣
室
、
ト
イ

)
、
しレ
、
シ
ャ
ワ
1
室
等
の
整
備
を
静
し
て
い

ま
す
。

④
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ク
レ
ー
コ
ー
ト
砂
入

り
人
工
芝
へ
の
改
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑤
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
暗
渠
排
水
溝
、
透
水
管

を
入
れ
る
改
修
工
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑦
同
志
社
女
子
大
学
「
現
代
社
会
学
部
社
会
シ

ス
テ
ム
学
科
」
の
開
設

一
九
九
九
年
ご
肩
二
二
日
に
文
部
大
臣
よ

り
認
可
が
お
り
、
二
0
0
0
年
四
月
開
設
が
決

定
し
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
(
国
際

理
解
コ
ー
ス
、
京
都
学
・
観
光
学
コ
ー
ス
、
ラ

イ
フ
マ
ネ
ー
、
シ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ネ
ー
、
シ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
)四
百
人

入
学
定
員

年
編
入
定
員
二
十
人

⑤


